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24 抗コリン剤に抵抗性を示した夜尿症を
　  ともなわない小児の頻尿症状に対して
　  漢方薬が奏効した 2 例
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女性泌尿器科漢方療法と、その中での
清心蓮子飲の位置付け

　関口　由紀
女性医療クリニック LUNAグループ

【緒言】泌尿器科を主診療科とする当院における初診患者に占め

る小児例は7.8%、そのなかで夜尿症を除く排尿障害を主訴に受診

するのは9.6% 程度である。そのなかには経過観察にともなう成長

のみで改善することもあるが、今回われわれは抗コリン剤抵抗性

の頻尿に対して証に基づき漢方を処方し有効であった 2 例を経

験した。

【症例１】10代後半の女児。3年前から昼間12回（夕方多い）/夜間1 

回、排尿後に残尿感をともなう頻尿を自覚し近医受診。外出時など

緊張すると症状が増悪するため心因性頻尿としてイミダフェナシ

ン・クロチアゼパムを2年間処方されるも改善傾向みられず当院受

診。脈候は浮沈中間・虚実中間。舌は軽度歯痕あり舌尖が紅い。腹

力3/V、心下痞硬を認め軽度の臍上悸を触知した。入眠障害は少

ないが夢が多く、夜間排尿で起きるときに特に悲しいことがある

わけではないのに泣いてしまう。尿意切迫はあるが失禁はほとん

どない。抗コリン剤を休薬とし、ツムラ甘麦大棗湯エキス剤を7.5g 

3xで開始。3週間ほどで排尿回数は昼6回/夜間0-1回となり、夜間

起きたときの流涙がほぼ消失した。同剤を減量して継続し、症状

が安定している。

【症例２】10代後半の男児。4ヶ月前から外出すると1時間おきに尿

意を自覚し排尿するが少量のみで、学校や塾を含めた外出時に尿

意が気になって集中できない。3年ほど前に同様の症状が出現し

たがそのときは近医で処方されたイミダフェナシンで改善したた

め今回も内服したが効果がないため当院受診。脈候は浮沈中間、

やや実。舌は歯痕と舌下静脈怒張がいずれも軽度。腹力 4/V で

両側胸脇苦満とごく軽度の臍上悸を認めた。自宅にいるときの排

尿間隔は2時間以上であり、夜間頻尿はない。尿意切迫はあるが

失禁は一度もない。抗コリン剤を休薬とし、ツムラ甘麦大棗湯エキ

ス剤を7.5g3xで開始。数日で学校や塾での尿意自覚頻度減少を自

覚し、それまで授業ごとにトイレに行っていたのが、内服後3週間目

頃から2時限以上もつようになった。開始から6ヶ月で徐々に減量し

ていき、現在はテスト期間や初めての場所に行くときだけの内服で

症状はコントロールできている。

【結語】小児の排尿障害は尿失禁や夜尿症の頻度が多いものの、

いわゆる成人における過活動膀胱と類似した症状についてのまと

まった報告は少ない。漢方薬は成長段階にある小児例において、

証に基づき試してみてもよい選択肢であると考えられた。

（はじめに）

清心蓮子飲、炎症の少ない尿路不定愁訴に用いる処方と認識され

ているが、構成生薬をみると人参・茯苓・甘草から四君子湯の変法

とみることもでき、蓮肉・黄耆から強壮作用もあるため、八味丸な

どの補腎剤を胃腸障害等から飲みきれない虚症の患者の抗加齢

方剤とみることもできる。今回この清心蓮子飲が著効する患者の

特徴を検討した。

（患者と方法）

女性医療クリニックLUNAを、2024年１月〰６月の６か月に受診し

た患者のうち、清心蓮子飲を処方した後に、症状改善度が70％以

上と答えた患者を抽出し、その投与前の自覚症状を検討した。

（結果）

患者数は、９名であった。平均年齢は、61歳（最大値66歳、最小値

61歳）であった。泌尿器関症状は、頻尿７例・残尿感３例・排尿困

難・排尿痛・尿道むずむず感２例・膀胱炎になりやすい・たらたら

尿もれする（各１例）であった。全身症状としては、めまい（３例）・不

眠（２例）・頭痛・歯痛・関節痛・動悸・抑うつ・イライラ（各１例）で

あった。

（考察）

清心蓮子飲が著効する女性は、60歳代で、頻尿にくわえ尿路の非

定型的愁訴があり、さらに更年期障害酷似の自律神経失調症状

や精神神経症状を訴える可能性が示唆された。

（まとめ）

清心蓮子飲は、ポスト更年期の女性の抗加齢に対して重要な方剤

であると考えられる。
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